
















も、漢字は使われ続けた。下層民と女性はハングルを使用したが、支配階層と士大夫は漢字を使用した。また、支配階層と士大夫は を「真書」と呼んだが、このような名称は漢字で書いた「文（文書、文学などすべての記録物） 」のみが「ほんもの」であるという意味であった。　「真文」とは、そのような意識が形象化されたものである。朝鮮時代の士大夫が「真文」＝漢字で形象化したものは、中国がアジアの文明国であり覇権国という考え、つまり「中華」の空間の中 あっ 。そのなかには、また中国は文明の施恵者として、朝鮮はその施恵を受ける唯一の国であるという認識があった。中国文明の施恵の中で、漢字を通じて文明を受け入れ、それを土台として文物と文化を発展させてき という自負心、所謂「小中華意識」は朝鮮士大夫のアイデンティティーの一つであった。　近代期に入って、朝鮮は、明治維新以後、欧米文明をうけいれ文明国の隊列に入った日本を目睹した。それにより以前か
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らもっていた伝統的日本蔑視観を変えなければならなかった。朝鮮は西洋の植民地拡張政策の中で生き残るためには変化すべきであると覚醒した。すなわち、政治、社会、教育など国家全体を変えなければならなかった。朝鮮にとっては、先発国である日本が行った明治維新が朝鮮の改革のモデルになった。特に、物質文明における目覚しい発展は、朝鮮の進歩勢力を魅了させ のに十分だっ 。いまや は「中国に学ぼう」という主張から「日本 学ぼう」という主張へ変わり始め いた。　
近代に朝鮮の自主国家を建設しようとした人々の中には、日本をモデルとしようとした人々がでてきた。その中で、朝鮮














ジアの秩序を崩すことから出発したと言っても過言ではない。漢字すなわち儒学 言語である漢字 ら脱することは、中華的秩序と 断絶 、そして新しいアイデンティティを捜すための第一歩を意味するも だった。しかし実際にはそん に簡単なことではなかった。新 い政治環境が形成さ 、社会が急いで西欧化 目指して改革を行っても、言語環境 変わっていか かった。当時の日本を例 して近代期アジアにおける漢字の位置を吟味して見よう。
　
明治維新と言えば「文明開化」と同義語のように思われ、旧時代の学問の中心であった漢文は一斉に退潮したと考え
られがちであるが、事実はそうではない。すなわち維新政府の顕官たちは、それぞれ各地の藩黌で漢学修行をしてきたエリートた 。したがって彼らの価値観の根底には旧漢学 教養が厳然として存在し、それについての強烈な愛着がまつわりついていた そこで新時代になったとは言え、彼らは「漢語」を使って文章を作らせれば漢文調であった。明治の初年はもっぱら漢文や漢文直訳が流行した また全国諸藩の人々は、互いに交通し会合する必要があった。
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か。それは同文の国家である朝鮮と日本、そして中国が連帯して、西欧すなわち「異種異文」の侵略に抵抗しなければならないというのである。しかし朝鮮が内憂外患の危機にあるにせよ、日本との連帯を選択するまでには、外交的な葛藤をめぐるさまざまな問題が った。例えば朝鮮に って特に、日本 壬辰年（一五九二年）に朝鮮を侵略し 過去と、強制的に江



































































































































































































るという「和魂洋才」を主張した。反面、崔成大は道徳（儒学）を捨てて、技術のみを追うことはできないと すると三島中洲は、老莊及び釈迦、キリストも皆「道徳」であったが、本当の道徳は儒学であると言った。崔成大も似而非ではない真正な道徳を分別するようになれと さらに西洋の技術を東洋に受け入れたように、儒学の も全天地に及ぶようになると述べた。川北梅山は「公利」と「技術」と うのが、非常に重要 こ であるが、道徳（儒学）を根本としていなけ ば偽り 陥ると考えた。　
崔成大は開化と言えども、技術と道徳を仕分けることができないと思って、三
































































































たら、彼らも自分たちと同胞になれると述べた。崔成大は「同種同文」なら可能なことだが、 「異類」である西洋人に限っては、とうてい不可能なこ である。そのうえに、もし儒学が湮滅することがなければ、いつか、きっと孔子のような がまた現われて儒学を再興すると期待した　
三島中洲と崔成大は、文明開化において西洋の技術の役割に対する見方において衝突したが、開化の時、同教すなわち儒






























































































































あるいは日本が朝鮮を侵略 いうようなことがなかったら、金沢栄が詠んだように二人は友情 交 しながら、悠悠自適の幽趣を満喫するこ ができたかもしれな 。　
朝鮮漢学者と日本人が楽しんだ「宴会」という空間は、
非常に政治的な空間ではあった 、金沢栄のように政治と文学を分離させようとした人 多かった。彼らは宴 を朝鮮と日本間の交流の場と認識して、漢詩を取り交わし 。彼らの目には、この空間に一緒にいた日本人は 征服者あるいは支配者という政治的人物ではなく、どこまでもただの詩人であった。宴会で朝鮮と日本の詩人 ち 詩で話し合い、 でお互いを評価した である。
番号 作家 題目 出典
1 李完用 槐南先生森博士輓章 每日新報	1911.	3.28
2 朴斉純 二 每日新報	1911.	3.28
3 趙重応 三 每日新報	1911.	3.28
4 高永喜 槐南先生森博士輓章 每日新報	1911.	3.29
5 任善準 同 每日新報	1911.	3.29
6 朴箕陽 同 每日新報	1911.	3.29
7 兪吉濬 同 每日新報	1911.	3.29
8 朴斉純 同 每日新報	1911.	3.29
9 趙民熙 槐南先生森博士輓章 每日新報	1911.	3.30
10 金有済 同 每日新報	1911.	3.30
11 久芳直介 同 每日新報	1911.	3.30
12 李正在 槐南先生森博士輓章 每日新報	1911.	3.31
13 成夏国 同 每日新報	1911.	3.31
14 具羲書 同 每日新報	1911.	3.31
15 鄭万朝 槐南先生森博士輓章 每日新報	1911.	4.	1



















置と役割は「同文論」ということによく現われている。 「同文」では久しく朝・中・日が漢字を媒介として共同体意識が生まれている。しかし近代期の「同文論」は、中国から日本に発話者が変わった点で、伝統的な「同文論」 は異なったのである。近代以前までは、中華主義に根ざした中国発「同文論」が東アジアを占めていたが、近代には日本の膨脹政策に根ざした日本発「同文論」に変わってきた。日本発「同文論」 よると、 は、儒教という思想の共同体により日本を中心に連帯して、西洋の侵略 対抗しなければならなかった。し 、 のアジア植民政策が実施された
1908
年に朝鮮人
には、日本との関係は「同文国」 ・ 「善隣国」か 、 「兄弟国」と認識するほどに変わっていった。　
第二章では、文明開化をめぐる朝・日漢学者の見方がどうであったかを明らか した。朝・日漢学者の間では、文明開化
において西洋の技術の役割に対する見方が衝突 た。三島中洲を始め 日本の漢学者は西洋 技術を導入して国民の生活を養うことを主張したが、朝鮮側は、技術と倫理が分けられないという点をあげて西洋の文明移入に対して警戒を厳重にし
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た。そのためそのような恐れは西洋の技術導入を拒否することに繋がった。しかし、開化の時、同教すなわち儒学を根本にしなければならないとい 点では互いに共鳴した。彼らは朝鮮と日本とで各々土台を異にしていたが、 「脱亜入欧」のような西欧一辺倒の開化に反対したことで 同一であっ 特に、彼らの考えるアジアの当面課題が「修攘」という点とにおいては。　
第三章では、朝・日の関係が変化したことに伴った多様な動きのなかで、交互の「認識」が切り替わった点について解明

























































































































































































金允植、 「与末松子爵」 、 『雲養集』続集巻
3。五九五頁。
　　　
金允植は『中州集』 独抱樓詩文』 秋聲窓詩鈔』 、 『藤島餘芳』 『
韡



































 外訳、 『日本漢文学史』 、ソミョン出版、二〇〇〇、七三一頁。
（
39）　



























































『軽妙唱和集』 、秀英舍、一九〇八、『大東学会月報』 、大東学会、一九〇八。金沢栄、 『韶濩堂集』 、韓国文集総刊
　
三四七。






李櫶永、 『日槎集略』 、韓国古典翻訳院。三島中洲、 『中洲文稿』 、二松学舎、一九一七。――――、 『中洲詩稿』 二松学舎、一九九二末松謙澄、 『靑萍集』 隨鴎吟社、一九二三。森槐南、 『浩蕩詩程』 、鴎夢吟社、一九〇九。
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――――、 『明治漢文学史』 、汲古書院 一九九八。
　　
町田三郎、 『明治の漢学者たち』 、研文出版、一九九八。――― 、 『明治の青春』 研文出版、二〇〇九。朴暎美、 『日帝强占初期漢學知識人の文明觀と対日認識』 、檀国大学校博士学位論文、 〇〇六。ホクァンス（호광수） 「滄江金沢栄 亡命漢詩に表された状況性」 、 『中国人文科学』
32、中国人文学会、二〇〇六。











――――、 「一八八一年朝鮮朝士視察団の来日（二） 」 『清泉女子大学紀要』
57、清泉女子大学、二〇〇九。
――――、 「一八八 年朝鮮朝士視察団（紳士遊覧団） 釜山集結と新聞報道」 、 『清泉女子大 人文科学研究所紀要』
29、二〇〇八。
――― 、 「一八八 年朝鮮朝士視察団（紳士遊覧団）の日本派遣─日本側から見た派遣経緯」 、 『清泉女子大学紀要』
51、二〇〇三。
『三島中洲研究』
: 二松学舎大学
21世紀ＣＯＥプログラム「日本漢文学研究の世界的拠点の構築」 ：研究成果報告
vol.1 、二松学舎大学 松学舎
大学
21世紀ＣＯＥプログラム事務局、二〇〇六。
『三島中洲研究』
: 二松学舎大
21世紀ＣＯＥプログラム「日本漢文学研究の世界的拠点の構築」 ：研究成果報告
vol.2 、近世近代日本漢文班編
二松学舎大学
21世紀ＣＯＥプロ
　
グラム事務局、二〇〇七。
『三島中洲研究』
: 二松学舎大
21世紀ＣＯＥプログラム「日本漢文学研究の世界的拠点 構築」 ：研究成果報告
vol.3 、近世近代日本漢文班編
二松学舎大
21世紀ＣＯＥプログラム事務局、二〇〇八。
『三島中洲研究』
: 二松学舎大
21世紀ＣＯＥプログラム「日本漢文学研究の世界的拠点 構築」 ：研究成果報告
vol.4 、近世近代日本漢文班編
近代における日 · 朝漢学者の交流と影響
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二松学舎大学
21世紀ＣＯＥプログラム事務局、二〇〇九。
『三島中洲研究』
: 二松学舎大学
21世紀ＣＯＥプログラム「日本漢文学研究の世界的拠点の構築」 ：研究成果報告
vol.5 、二松学舎大学二松学舎
大学
21世紀ＣＯＥプログラム事務局、二〇一〇。
付記　
本研究は日韓基金第
10-0031
号の支援によって行われました。
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